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テーマの目的、意義
01

人口は全国の約9.3％にとどまる

過疎地域の面積は国土の約6割を占める

市町村数では半数近くが該当

広大な地域が過疎化の影響を受けている

地域の持続的な発展は全国的な課題

[背景]

自然豊かな一方、産業が弱く、地域創生を課題とし

ているまちにおいて、観光を通じてどのように活性

化することができるか、考えを深めていく。

本研究では、例として一つのまちを取り上げ、観光

客誘致の戦略立案、施策が及ぼす経済効果の算出を

行う。今後、多様な地域に戦略を応用していくこと

で、社会問題を解決する糸口となることが期待でき

る。

[目的と重要性]

000944362.pdf

810001005.pdf

一方で、「観光立国推進基本計画」によると、
観光は「地域活性化と成長戦略の要」とされている。

https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/810001005.pdf
http://810001005.pdf/


位置　　愛知県の北東部に広がる三河山間地域の中央

人口　　4051人（総人口の52％が65歳以上）　

　　　　　　　　　　　　　　（2025年1月1日）

面積　　273.94㎢　（面積の90%以上が森林）

アクセス　名古屋から車でおよそ2時間

特産品　　地酒、五平餅、猪鍋、こんにゃく、エゴマ

観光　　体験：陶芸、日本酒造り、設楽ダム工事現場見学体験

　　　　観光地：きららの森、道の駅したら、歴史の里田峯城

　　　　豊かな自然と戦国の歴史が共存するまち

設楽町の基礎情報
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設楽町の現状（RESASを用いて）03
１．過疎化の実態

約57%減
（1980年から2025年現在まで）

1950年～2025年まで



設楽町の現状（RESASを用いて）03
２．産業構成の実態



設楽町の現状（RESASを用いて）03
２．産業構成の実態

1次産業 15％

13.8% 差！！



設楽町の現状03
３．観光客数の変化

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf
https://machi-graph.com/city/shitara-23561

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf


設楽町の現状03
３．観光客数の変化

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf
https://machi-graph.com/city/shitara-23561

・2021年　「道の駅したら」 オープン
・2022年　「道の駅したら」 1周年記念イベント
・2023年　「道の駅したら」 2周年記念イベント

増加した観光客のほとんどが
「道の駅したら」が目的

↓

他の場所には行かずに帰ってしまう

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf


設楽町の現状03
４．まちの声、今まで取り組んできた施策など

・「アウトドアのまちしたら」
・津具どっとこい
・naguraそらのしたproject
・清嶺地域振興プラットフォームmatchbox
・TCC（田口カルチャー倶楽部）
　など

「都市と農村の交流の場の提供」そして「次世代を担う子供育成の場」としての機能を果たすことで、来
訪者の増加による地域経済の維持発展、来訪者のリピーター化により、関係人口の創出に取り組んでいる

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf
https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/4620.pdf

https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf
https://machi-graph.com/city/shitara-23561
https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/4620.pdf


[問題点]

課題/問題点 詳細

アクセスが悪い 都市部から行くのに時間と費用がかかる

周知がうまくいっていない 観光資源や体験イベントはあるものの、知名度が低い

滞在場所や時間が限られる 観光客が「道の駅したら」に集中しており、他の場所へ行かない

リピート率が低い 観光客との継続的な関係が築けていない

要因の特定04



先行研究
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[先行研究2]

経験価値の研究系譜と体験消費へのアプローチ (2022.12)　

https://www.bus.nihon-u.ac.jp/wp-
content/themes/nichidai/assets/img/unique/laboratory/kiyo/9

2-3_OsamuHotta.pdf

[概要]
「体験消費(トキ消費)」を、体験そのものが目的となる新たな消

費形態として捉え、その構造と価値を明らかにする。
非再現性の高い体験の広がりを背景に、

今後の地域活性化への応用可能性を示唆する。

[先行研究1]

観光資源振興による地域活性化 (2007.7)　　
　

https://bunkyo.repo.nii.ac.jp/records/3583

[概要]
観光は単なる集客手段ではなく、地域の文化・自然・産業を活か
した持続可能なまちづくりの触媒であり、地域創生の鍵として機

能することが示唆された。

トキ消費を利用した施策で
設楽町の地域活性化に応用しよう！



施策06

謎解き×自然×設楽町の

謎解き周遊型バスツアー



06
謎解きゲームとは･･･

用意されたストーリーの中で、自身で手掛かりを見つけながら、

ストーリーの謎を解き明かしていく体験型のコンテンツ　　　　　　　

【公演型】

部屋や施設等を

貸し切って行う 

【周遊型】

街を歩き回りながら、

謎解きを行う 

【持ち帰り型】

専用のキットを利用

し、自宅で参加



施策の理由　①市場06
「トキ消費」への注目の高まり　　　　　　　　謎解きゲーム市場規模

消費行動の流れは「モノ消費」→「コト消費」→「トキ

消費」へと変化。若い世代を中心に、その時その場所で

しか体験できない「トキ消費」が好まれている。

売上規模は拡大しており、２０２４年には

約９４億円規模となっている。



施策の理由　③事例06
周遊型謎解きの事例
「さいたま謎旅」シリーズ

第3弾「さいたま謎旅2024」2024年12月1日～2025年2月16日 
【開催場所】さいたま市内（2024年度は大宮・浦和・岩槻エリア）
 【料金】無料
【主催】さいたま市経済局商工観光部観光国際課

2024年度各コース参加者人数
大宮コース約3,500人
浦和コース約3,200人
岩槻コース約2,500人

さいたま市の魅力を発見・ 再発見してもらい、
地域経済を活性化させたい！

出典：https://www.city.saitama.lg.jp/006/014/008/003/013/008/p117470.html

地域活性化に謎解きは有用かもしれない



目的 目的

施策概要

06

概要

次世代を担う若者へのアプローチ

で、まちの未来の可能性が広がる

内容

もともと有している観光資源を活用

し、実際に触れることで魅力を発信

街を周遊し、その地域への知識を深めながら、謎を解いていくバスツアー

自然の中を散策する、歴史や文化に

触れる、物作りやグルメを体験す

る、まちの人と交流する、、といった

内容を組み込む。

年２回開催　（春・秋）

期間　　各2か月程度

ターゲット層　　若者



効果やメリット
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アクセスのハードルを下げる

自治体が提供したバスで送迎することで、

交通の不便さを解消。また、目的地へ向か

う道中でも、期待感を高めるための導入や

説明を行うなど、時間を有効に使うことが

できる。

来訪者のリピーター化

季節ごとやターゲットごと、レベルごとの

内容の変更、続編イベントの開催など、何

度でも楽しむことができる。

観光資源や特産物の魅力の発信

謎解き目的の観光客に対してアプローチで

きるため、接点のなかったターゲットを観

光客として取り込み、地域の知名度を高め

られる。また、若者に焦点を当てること

で、ＳＮＳでの周知も期待できる。

既存の観光資源を守ることができる

謎解きには、新たな施設や製品などの創出

をあまり必要とせず、地域の景観や資源を

損なうことなく実施が可能である。また、

人手の少ない地域でも実施しやすい。



経済波及効果の分析07
予想増加観光客数

観光客数 ＝ バスの定員 × 1日に使う台数 × 開催日数

　　　　 ＝ 　　45　     ×　　　2　　　  ×　　120

　　　　 ＝  10800

今回は10800人として計算する。

宿泊者割合

3.46％に設定（「2024年愛知県観光入込客数統計」）

https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/583128.pdf



経済波及効果の分析07



まとめ08
[まとめ]

　今回は設楽町を例に挙げて考えたが、「謎解き×

〇〇」の経済モデルを構築し、地域ごとにメインで

打ち出したいもの（文化、歴史、グルメ等）を当て

はめることによって、どの地域でも応用することが

可能になる。

[今後の展望]

謎解きを用いた施策で設楽町の活性化を考えた

↓

6700万円の経済波及効果が見込まれる

謎解きを活用

↓

設楽町の知名度が上昇

↓

観光客が増加
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https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/3035.pdf
https://machi-graph.com/city/shitara-23561
https://www.town.shitara.lg.jp/uploaded/attachment/4620.pdf
https://resas.go.jp/
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https://www.jcrd.jp/publications/4b6b118ba1cac8e806bd8cae891b56ce7e54fcd1.pdf
https://lfb.mof.go.jp/kantou/content/20250421_report.pdf
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/583128.pdf
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https://bunkyo.repo.nii.ac.jp/records/3583


ご静聴ありがとうございました！


